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　市民の皆さまには、日頃より市議会に対しご理解、ご
支援をいただきありがとうございます。
　さて、11月臨時会におきまして、議員各位のご推挙を
賜り、2年目の議長の職を拝命いたしました。身に余る
光栄であると同時に、その使命と職責の重さをさらに感
じ、改めて身の引き締まる思いです。また市当局と議会
とのあり方を、市民にとって魅力ある、興味ある身近な
議会へと、「議会を変えなければならない」という、議員
各位の思いも強く感じるところです。

　来春には市町合併15年目となります。合併の善しあ
しを議論することはもうできません。合併後、多くの課題
を感じるところはあるかもしれませんが、前へ進むのみ
です。
　「演劇のまち」・「観光と芸術の専門職大学を有する
まち」が豊岡の将来へつながることと信じ、「市民が安
心して生活できるまち」となるべく、課題をしっかりと見
据え、議会が市政に臨むことをお約束し、私の就任のご
挨拶とさせていただきます。

新
た
な 

議
会
体
制
で

11
月
臨
時
会

関
かん

貫
ぬき

　久
く

仁
に

郎
お

　議長

議長　関　貫　久仁郎身近な議会を目指して
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令和元年第３回豊岡市議会（臨時会）を11月12日に開催しました。
臨時会では、正副議長を選任し、監査委員の選任議案に同意をしました。
続いて、各常任委員等を選任し、新しい議会体制がスタートしました。

椿
つばき

野
の

　仁
ひと

司
し

　監査委員

松
まつ

井
い

　正
ただ

志
し

　副議長

11月臨時会



ロフィール
①マイブーム
②前期2年の活動を踏まえて後期に思うこと
◎は委員長　○は副委員長

※12月1日現在

※議長のため委員会所属辞退
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○奥
おく

村
むら

忠
ただ

俊
とし
（72才）

日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団

①昭和のフオークソング
②「夢をつなぐ」「個性を大切に」
「らしさ」忘れまじ。

◎伊
い

藤
とう

　　仁
ひとし
（57才）　とよおか市民クラブ

①雑草と奮闘中の家庭菜園
②活気ある豊岡市を目指して頑張りた
い。

務
委
員
会

総１　
基
本
構
想
と
市
政
運
営
に
つ
い
て

２　

地
方
創
生
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

３　

地
方
財
政
及
び
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

４　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

５　

地
域
情
報
化
の
課
題
と
対
応
に
つ
い
て

６　

消
防
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

７　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
に
つ
い
て

８　

ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
つ
い
て

岡
おか

本
もと

昭
しょう

治
じ
（64才） 新風とよおか

①高校野球観戦
②対話・実行・連携、市民とのお約束
を実現するため、より一層頑張りた
い。

石
いし

津
づ

一
ひと

美
み
（66才）　豊岡維新の会

①薬膳料理をつくる
②活動能力が足りていなかったと反省
し後期に全力で実行していきたい。

足
あし

田
だ

仁
ひと

司
し
（67才）　ひかり

①右回りの生活を心がける
②地域の問題と資源の掘り起こしに取
り組んでいきたい。

関
かん

貫
ぬき

久
く

仁
に

郎
お
（63才）　新風とよおか

①市長と市政を思うこと
②感じた、考えた。何をどうすべきか。
　次は実行あるのみ。

嶋
しま

﨑
ざき

宏
ひろ

之
ゆき
（72才） とよおか市民クラブ

①ラジオ体操、海釣り
②高速道の北伸や専門職大学の開学を
契機に、さらに地域の活性化を目指
す。

木
き

谷
たに

敏
とし

勝
まさ
（65才）　新風とよおか

①ダイエットに励むこと
②厳しい評価を＜力＞に変えていく決
意。
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○田
た

中
なか

藤
とう

一
いち

郎
ろう
（52才）　新風とよおか

①ビートルズ！イイね
②市の重要課題には大いなる危機感を
持ち、新しい発想のもと汗を流した
い。

◎西
にし

田
だ

　 真
まこと
（65才）　ひかり

①不要品整理（断捨離）
②市民の皆さんに傍聴に来ていただけ
るような開かれた議会にしたい。

教
民
生
委
員
会

文１　
福
祉
等
の
充
実
に
つ
い
て

２　

医
療
の
確
保
に
つ
い
て

３　

環
境
衛
生
に
つ
い
て

４　

交
通
安
全
・
防
犯
対
策
に
つ
い
て

５　

教
育
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て

６　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

７　

文
化
財
の
保
護
と
伝
統
文
化
の
継
承
に
つ
い
て

８　

生
涯
学
習
に
つ
い
て

清
し

水
みず

　　寛
ひろし
（47才）　新風とよおか

①ラジオ体操と炭パウダー
②行動はタイムマネジメントを常に意
識し、話は要点を押さえて簡潔に。

上
うえ

田
だ

伴
とも

子
こ
（69才）

日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団

①果実を使ったジャム作り
②市民の生活を支える市政を目指し
て、一歩ずつ頑張っていきたい。

井
いの

上
うえ

正
まさ

治
はる
（68才）　とよおか市民クラブ

①四季の彩りに感動の極み
②温故知新
　夢を持ち、豊岡らしいふるさと創生
に努めたい。

　市民の皆さまに議員を身
近に感じていただきたいと
の思いからプロフィールを
紹介します。
　ご覧ください。 福

ふく

田
だ

嗣
つぐ

久
ひさ
（66才） とよおか市民クラブ

①朝のラジオ体操
②不易流行
　本質を大事にしながら新しい町のあ
り方を求めていく。

竹
たけ

中
なか

　　理
さとる
（54才）　豊岡市議会公明党

①マロン（猫）と散歩
②市民相談をはじめとする、あらゆる
議員活動を活性化させる。



ロフィール
①マイブーム
②前期2年の活動を踏まえて後期に思うこと
◎は委員長　○は副委員長

※12月1日現在
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○芦
あし

田
だ

竹
たけ

彦
ひこ
（64才） 豊岡市議会公明党

①サウナで汗を流すこと
②市民・大衆の側に立った「小さな声
を聴く力」の実現に今後も取り組
む。

◎浅
あさ

田
だ

　　徹
とおる
（67才）　新風とよおか

①黒澤明監督映画の再鑑賞
②安全安心な町づくりのギアアップと
市民生活の今を大切にする市政の推
進。

設
経
済
委
員
会

建１　環
境
経
済
戦
略
の
推
進
に
つ
い
て

２　

農
林
水
産
業
・
商
工
・
観
光
・
特
産
振
興
等

　
　

経
済
支
援
、
地
域
活
性
化
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

３　

有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

４　

地
域
内
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

５　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

６　

公
営
住
宅
の
あ
り
方
に
つ
い
て

７　

下
水
道
事
業
計
画
及
び
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の

　
　

推
進
に
つ
い
て

８　

専
門
職
大
学
と
演
劇
の
ま
ち
に
つ
い
て

椿
つばき

野
の

仁
ひと

司
し
（66才） とよおか市民クラブ

①孫たちの世話に奮闘？中
②より「明るく」とびっきり「元気
に」もっと「前向きに」

上
うえ

田
だ

倫
みち

久
ひさ
（68才）　新風とよおか

①ラグビーと劇「桃太郎」
②命を守るゾーンの確立及び専門職大
学と演劇について取り組んでいく。

青
あお

山
やま

憲
けん

司
じ
（63才）　ひかり

①孫とのひととき
②「未来をみつめて、市民の暮らし最
優先」の具体策を市政に反映する。

村
むら

岡
おか

峰
みね

男
お
（71才）

日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団

①下り坂豊かに、楽しんで
②議場における緊張感が乏しいのでは、
議会の何たるかが問われている。

松
まつ

井
い

正
ただ

志
し
（68才）　とよおか市民クラブ

①孤独のグルメ風お昼ご飯
②議会の特性を生かして、議員や委員
会自らが条例提案できる意識づくり
を。

土
は

生
ぶ

田
た

仁
ひと

志
し
（70才） 新風とよおか

①組織力・ワンチーム
②明るく・元気で活力あふれる、ふる
さと豊岡づくりに全力で取り組みた
い。
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会運営委員会議

別委員会特

合議会組

算決算委員会予

北但行政事務組合（8名） 公立豊岡病院組合（10名） 但馬広域行政事務組合

井　上　正　治　　竹　中　　　理
上　田　伴　子　　西　田　　　真
岡　本　昭　治　　土生田　仁　志

芦　田　竹　彦　　木　谷　敏　勝
足　田　仁　司　　田　中　藤一郎
伊　藤　　　仁　　椿　野　仁　司
上　田　倫　久　　福　田　嗣　久
奥　村　忠　俊　　村　岡　峰　男

関  貫　久仁郎

議会広報広聴（8名） 人口減少対策等調査（7名） 防災対策調査（7名）

◎　上　田　伴　子
○　岡　本　昭　治
　　石　津　一　美
　　竹　中　　　理
　　田　中　藤一郎
　　椿　野　仁　司
　　西　田　　　真
　　松　井　正　志

○　足　田　仁　司
　　浅　田　　　徹
　　清　水　　　寛
　　土生田　仁　志
　　福　田　嗣　久
　　村　岡　峰　男

◎　上　田　倫　久
○　木　谷　敏　勝
　　青　山　憲　司
　　芦　田　竹　彦
　　伊　藤　　　仁
　　井　上　正　治
　　奥　村　忠　俊

◎　松　井　正　志　　　岡　本　昭　治
○　伊　藤　　　仁　　　奥　村　忠　俊
○　西　田　　　真　　　木　谷　敏　勝
○　浅　田　　　徹　　　嶋　﨑　宏　之
　　青　山　憲　司　　　清　水　　　寛
　　芦　田　竹　彦　　　竹　中　　　理
　　足　田　仁　司　　　田　中　藤一郎
　　石　津　一　美　　　椿　野　仁　司
　　井　上　正　治　　　土生田　仁　志
　　上　田　伴　子　　　福　田　嗣　久
　　上　田　倫　久　　　村　岡　峰　男

（8名） （議長を除く22名）

１　議会の運営に関する事項
２　会議規則、委員会条例等に関する事項
３　議長の諮問に関する事項

１　一般会計予算に関する事項
２　一般会計決算に関する事項

◎　井　上　正　治
○　木　谷　敏　勝
　　浅　田　　　徹
　　伊　藤　　　仁
　　上　田　倫　久
　　竹　中　　　理
　　西　田　　　真
　　村　岡　峰　男



公 維

市

豊岡市議会 豊岡

明党 新の会

民クラブ

とよおか

「
一
人
ひ
と
り
が
住
ん

で
良
か
っ
た
と
実
感
で

き
る
ふ
る
さ
と
を
目
指

し
、
地
域
の
隅
々
ま
で

市
政
が
反
映
さ
れ
、
光

が
当
た
る
ま
ち
づ
く
り

に
全
力
を
つ
く
す
」
を

目
指
し
、
地
方
創
生
の

推
進
、
福
祉
や
医
療
の

あ
り
方
、
さ
ら
な
る
防

災
減
災
力
の
強
化
、
地

域
・
人
・も
の・
魅
力
・
生

活
基
盤
づ
く
り
な
ど
、

多
種
多
様
な
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
持

続
可
能
な
自
治
体
経
営

を
目
標
と
し
て
、
適
切

な
行
財
政
改
革
の
推
進
、

市
民
の
安
心
と
安
全
、

幸
せ
な
暮
ら
し
の
実
現

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
一
生
を
通

じ
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う

ま
ち
全
体
で
安
心
・
安
全
で
快

適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
取

り
組
み
が
で
き
れ
ば
と
考
え
ま

す
。

　

貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る
子
ど

も
た
ち
や
独
居
老
人
の
方
、
さ

ま
ざ
ま
な
福
祉
問
題
に
つ
い
て

も
モ
ノ
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
交
流
で
こ
そ
が

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
が
実
現
さ

れ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
居
場
所
づ
く
り
の
実
現
と

高
齢
者
住
宅
の
取
り
組
み
を
目

指
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
ワ
ク
ワ
ク

す
る
よ
う
な
市
の
施
策
を
推
し

進
め
る
と
同
時
に
、市
民
生
活

に
身
近
な
課
題（
福
祉
・
教
育
・

住
宅・医
療
な
ど
）を
こ
れ
ま
で

と
同
様
着
実
に
前
進
さ
せ
て
い

き
ま
す
。私
た
ち
の
掲
げ
る「
中

道
」の
理
念
は〈
生
命・生
活・生

存
〉を
最
大
に
尊
重
す
る
人
間

主
義
で
す
。こ
の
人
間
主
義
を

基
軸
と
し
て
政
治
の「
座
標
軸
」

の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

幅
広
い
合
意
形
成
を
目
指
し
、

先
頭
を
走
っ
て
い
き
ま
す
。「
平

和
の
党
」「
人
権
の
党
」と
し
て

政
党
の
存
在
感
を
発
揮
し
て
い

き
ま
す
。　

代　　表　井上　正治
副 代 表　松井　正志
総務（会計）　伊藤　　仁

幹事長兼会計　石津　一美幹 事 長　竹中　　理
副幹事長兼会計　芦田　竹彦

嶋﨑　宏之
椿野　仁司
福田　嗣久

市政発展の一翼を担う

豊岡市の未来をワクワクさせたい 助け合いのできるまちづくりを目指す！

の
・取り組み抱負・取り組み・取り組み
で同じ政策を持つ
をいいます。　
6会派があります。　　　

会派名簿
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新

ひ 共

風とよおか

産党・あおぞら
　豊岡市会議員団

日本

かり

　

少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
対
策
を
喫
緊
の
課

題
と
し
て
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
む
と

と
も
に
、
市
政
全
般
を

視
野
に
入
れ
て
次
世
代

に
ふ
る
さ
と
豊
岡
を

し
っ
か
り
引
き
継
い
で

い
き
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
や
公
共

施
設
の
再
編
、
議
会
改

革
に
つ
い
て
も
、
問
題

を
先
送
り
せ
ず
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
の
声
を
市
政
に

反
映
し
、
現
在
の
市
民

の
生
活
基
盤
を
守
り
つ

つ
、
将
来
へ
夢
や
希
望

の
持
て
る
豊
岡
づ
く
り

に
ま
い
進
し
ま
す
。

　

１
市
５
町
合
併
後
の
選
挙
以

来
、「
日
本
共
産
党
・
あ
お
ぞ
ら

豊
岡
市
会
議
員
団
」と
、同
じ
会

派
名
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

３
名
の
少
数
会
派
で
す
が
、し
っ

か
り
と
市
長
部
局
と
、時
に
は

対
峙
し
、時
に
は
応
援
も
す
る

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、市
政
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
議
会
の

任
務
と
心
得
て
活
動
し
て
い
ま

す
。モ
ッ
ト
ー
は「
市
民
の
暮
ら

し
第
一
、市
民
が
主
人
公
」で
す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

が
市
政
の
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、「
議
会
に
女
性
の

声
を
」と
、い
ち
早
く
女
性
議
員

を
送
り
出
し
、今
も
一
人
の
女

性
議
員
を
含
む
議
員
団
で
す
。

　

１
市
５
町
の
合
併
か
ら
、早

や
14
年
が
経
ち
ま
し
た
。私
た

ち
は
、ど
こ
に
暮
ら
し
て
い
て
も

皆
さ
ん
が「
し
あ
わ
せ
」を
実
感

で
き
る
よ
う「
公
平・公
正
な
市

政
」を
基
本
に
議
会
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。あ
ら
ゆ
る

交
流
の
機
会
を
通
じ
て
情
報
収

集
に
努
め
、皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
や
要
望
に
耳
を
傾
け
、他
市

の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
提

言
を
交
え
て
市
議
会
に
臨
ん
で

い
ま
す
。特
に
、子
育
て
や
障
害

者
・
高
齢
者
福
祉
並
び
に
貧
困

問
題
な
ど
、本
市
特
有
の
課
題

に
現
場
第
一
主
義
を
重
ん
じ
て

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。ぜ

ひ
、声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

幹 事 長　浅田　　徹
副幹事長　田中藤一郎
幹事（会計）　岡本　昭治
　　　　　上田　倫久

代　表　青山　憲司
副代表　西田　　真
会　計　足田　仁司

団　長　奥村　忠俊
幹事長　村岡　峰男
会　計　上田　伴子

関貫久仁郎
木谷　敏勝
清水　　寛
土生田仁志

「住民が主人公」を貫きます！公平・公正な市政で市民福祉の向上を目指す

将来への責任と市民の声が届く市政目指して 各会派のの各会派の
抱負抱負・取り組み抱負
会派とは、議会　
　議員の集団　

2019年12月1日現在、　

た
い
じ

○ 2019.12.25　とよおかし議会だより9



活 動 費 どういう活動に使ったの？　2018年度の各会派の収支一覧は下表のとおりです。
　また、より透明性を図るため、市ホームページ（豊岡市議会）で収支報告書、領収書などを公開しています。　なお、残額がある場合は返還し、支出額が交付額を超える場合は会派が負担します。

使い道は？

　交付対象や交付
額、充てることが

で

きる経費の範囲な
どは条例で定めら

れ

ており、さらに使
途基準を定め適正

な

執行に努めていま
す。

 報告します～

  （2018年4月1日～2019年3月31日） 政務活動費

とよおかし議会だより　2019.12.25 ○10

日本共産党・あおぞら
豊岡市会議員団 ひ　か　り 豊岡市議会公明党 豊岡維新の会

上　田　伴　子
奥　村　忠　俊
村　岡　峰　男

青　山　憲　司
足　田　仁　司
西　田　　　真

芦　田　竹　彦
竹　中　　　理 石　津　一　美

360,000円 360,000円 240,000円 交付辞退

・調査研究費：
316,855円

 （福岡県みやま市・玉名
市、熊本県山鹿市、岡
山県美作市・真庭市視
察旅費、コピー代）

・資料購入費：1,986円
 （市議会手帳）

・調査研究費：
356,112円

 （静岡県伊豆市・富士
市・島田市・焼津市、
神奈川県横須賀市視察
旅費、コピー代）

・資料購入費：3,888円
 （自治六法）

・調査研究費：
240,000円

 （静岡県伊豆市・富士
市・島田市・焼津市、
神奈川県横須賀市視察
旅費、コピー代） ｜

318,841円 360,000円 240,000円 ｜

88.57% 100.00% 100.00% ｜

41,159円 0円 0円 ｜



【 

訃　
　

報 

】

去
る
11
月
20
日
、
井
垣
文
博
議
員
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

井
垣
議
員
は
、
総
務
委
員
会
委
員
長
、
人
口
減
少
対
策
等
調
査
特
別
委

員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
６
年
の
長
き
に
わ
た
り
市
政
の
発
展

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
故
人
の
功
績
を
し
の
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ

ま
す
。

政 務
政務活動費とは何

ですか？

 地方自治法や豊
岡市議会政務活動

費の交付

に関する条例等の
規定に基づき、議

員が市

政に関する調査研
究その他の活動に

資する

ための経費として
使用されます。

交付額は？
　申請を行った会派に対し、会派所属議員1人当たり月額10,000円が交付されます。

～収支を 

2018年度

政務活動費の会派別支出状況

○ 2019.12.25　とよおかし議会だより11

所 属 会 派 新風とよおか とよおか市民クラブ

議 員 氏 名

浅　田　　　徹
上　田　倫　久
岡　本　昭　治
関　貫　久仁郎
木　谷　敏　勝
清　水　　　寛
田　中　藤一郎
土生田　仁　志

井　垣　文　博
伊　藤　　　仁
井　上　正　治
嶋　﨑　宏　之
椿　野　仁　司
福　田　嗣　久
松　井　正　志

交 付 額 960,000円 840,000円

支出額 内訳

・調査研究費：
954,764円

 （東京都千代田区、鹿
児島県鹿児島市・南九
州市視察旅費、コピー
代）

・資料購入費：5,236円
 （市議会手帳）

・調査研究費：
629,581円

 （東京都千代田区・新宿
区、埼玉県川越市、淡路
市・洲本市・南あわじ市
視察旅費、コピー代）

・研修費：202,860円
 （兵庫県知事及び担当部
局面談旅費）

・資料購入費：4,586円
 （市議会手帳）

合計 960,000円 837,027円

執 行 率 100.00% 99.65%

返 納 額 0円 2,973円



市
議
会
議
員
の
年
賀
状
は
失
礼
し
ま
す

　

議
員
、
公
職
の
選
挙
の
候
補
者
な
ど
は
、

選
挙
区
内
の
人
に
寄
付
を
す
る
こ
と
や
、
年

賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
く
）
を
出
す
こ
と
は
、

公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

げんき

スマイ
ル

○12議会広報広聴特別委員会

目利きをす
る漁師

目利きをす
る漁師

目利きをす
る漁師

委員長
上田伴子
委員長
上田伴子松井正志松井正志

竹中　理竹中　理

西田　真 田中藤一郎
椿野仁司

副委員長
岡本昭治
副委員長
岡本昭治 石津一美石津一美

　

市
議
会
が
、
心
機
一
転
、
新
し
い
体
制

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
新
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け

て
の
作
業
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
公
共
施

設
の
あ
り
方
を
考
え
る
旧
市
町
ご
と
の
市

民
懇
談
会
も
終
わ
り
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
の
広
報
紙
と
し
て
市
民
の
皆
さ

ま
に
市
議
会
の
よ
う
す
を
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
う
え
だ　

と
も
こ
）

編
集
後
記




